
JP 2003-210812 A5 2005.8.11

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 17年 8月 11日 (2005.8.11)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2003-210812(P2003-210812A)
【 公 開 日 】 平 成 15年 7月 29日 (2003.7.29)
【 出 願 番 号 】 特 願 2002-13686(P2002-13686)
【 国 際 特 許 分 類 第 ７ 版 】
   Ａ ６ ３ Ｆ    7/02   
【 Ｆ Ｉ 】
   Ａ ６ ３ Ｆ    7/02    ３ ５ ０ Ｚ
   Ａ ６ ３ Ｆ    7/02    ３ ２ ６ Ｃ
   Ａ ６ ３ Ｆ    7/02    ３ ２ ７ Ａ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 21日 (2005.1.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 遊 技 機
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　

　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

　 　 【 請 求 項 ６ 】 　
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　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 遊 技 機 の 前 面 に 前 面 扉 を 備 え た 遊 技 機 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】

前 面 扉 と 、 そ の 前 面 扉 を 施 錠 す る 施 錠 装 置 と 、 そ の 施 錠 装 置 に よ る 施
錠 状 態 を 解 除 操 作 す る ア ク セ ス 部 を 覆 う た め の カ バ ー 材 と を 備 え 、 前 記 カ バ ー 材 は 、 前 面
扉 の 開 放 時 に 突 出 状 態 と さ れ る 開 放 表 示 材 と し て 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。

前 面 扉 と 、 そ の 前 面 扉 を 施 錠 す る 施 錠 装 置 と 、 そ の 施 錠 装 置 に よ る 施
錠 状 態 を 解 除 操 作 す る ア ク セ ス 部 を 覆 う た め の カ バ ー 材 と を 備 え 、 前 記 カ バ ー 材 は 、 前 面
扉 の 開 放 時 に 突 出 状 態 と さ れ る 開 放 表 示 材 と し て 機 能 す る よ う 、 該 カ バ ー 材 に よ っ て 前 記
ア ク セ ス 部 を 覆 い 隠 す 閉 位 置 と 、 該 カ バ ー 材 が 前 面 扉 の 前 方 に 突 出 状 態 と な っ て 前 記 ア ク
セ ス 部 を 露 出 さ せ る 開 位 置 と の 間 で 切 り 替 え 配 置 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
遊 技 機 。

前 記 カ バ ー 材 は 回 動 支 持 機 構 を 介 し て 回 動 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 施 錠
装 置 の ア ク セ ス 部 は そ の 回 動 支 持 機 構 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ に 記 載 の 遊 技 機 。

前 記 カ バ ー 材 は 長 尺 な 部 材 か ら な る と 共 に 、 そ の 長 手 方 向 基 端 部 に お
い て 前 記 回 動 支 持 機 構 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 遊 技 機 。

前 記 遊 技 機 は 、 カ バ ー 材 の 開 閉 状 況 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知
手 段 に よ っ て カ バ ー 材 の 開 放 が 検 知 さ れ た と き に 発 光 す る 発 光 手 段 と を 更 に 備 え 、 そ の 発
光 手 段 が 長 尺 な カ バ ー 材 の 長 手 方 向 先 端 部 又 は そ の 近 傍 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。

前 面 扉 及 び そ の 前 面 扉 を 施 錠 す る 施 錠 装 置 を 備 え た 遊 技 機 で あ っ て 、
施 錠 装 置 用 の カ バ ー 材 を 動 か す 第 １ の 操 作 と 、 施 錠 装 置 の 施 錠 を 解 除 す る 第 ２ の 操 作 と を
経 て 、 前 面 扉 が 開 放 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。



　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 パ チ ン コ 機 等 の 遊 技 機 で は 、 内 部 を 日 常 的 に 保 守 点 検 す る 必 要 か ら 、 遊 技 機 の 前 面 に は
前 面 扉 （ 前 面 枠 と も い う ） が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 店 員 以 外 の 者 が 無 断 で 前 面 扉 を
開 放 す る こ と が で き な い よ う に す る た め 、 一 般 に 前 面 扉 に は 、 施 錠 装 置 が 設 け ら れ て い る
。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 遊 技 機 で は 、 施 錠 装 置 の 鍵 穴 が 前 面 扉 の 表 面 に 露 出 し て い る と い
う 事 情 も あ っ て 、 不 正 な 意 図 を 持 っ た 者 が 不 正 に 施 錠 を 解 除 し て 前 面 扉 を 開 け 、 遊 技 機 の
内 部 機 構 に 細 工 （ 不 正 行 為 ） を 施 す よ う な こ と も あ り 得 た 。 ま た 、 前 面 扉 を 不 正 開 放 す る
場 合 も 、 例 え ば 周 囲 を 複 数 人 で 取 り 囲 み 、 前 面 扉 の 開 放 を 目 立 た な く す る 等 の 巧 妙 な 手 口
も 考 え ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は か か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 前 面 扉 の 開 放 を 目
立 た せ る こ と で 防 犯 性 を 高 め た 遊 技 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 欄 で は 各 請 求 項 に 記 載 の 発 明 の ほ か に 、 本 発 明 の 更 に 好 ま し い 態 様 や 追 加 的 構 成 要 件
に つ い て も 列 挙 し 、 必 要 に 応 じ て 作 用 等 に 関 す る 簡 単 な 注 釈 を
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 手 段 前 面 扉 と 、 そ の 前 面 扉 の 開 放 時 に は 突 出 状 態 と さ れ る 開 放 表 示 材 と を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 手 段 １ に よ れ ば 、 前 面 扉 の 開 放 時 に は 開 放 表 示 材 が 突 出 状 態 と な り 、 そ の こ と に よ っ て
前 面 扉 が 開 い て い る こ と が よ く 目 立 つ 。 そ の 結 果 、 前 面 扉 の 不 正 開 放 が し づ ら く な り 、 防
犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 手 段 １ ～ 手 段 １ ２ に お い て 、 「 前 面 扉 」 と は 、 遊 技 機 の 前 面 に 設 け ら れ た 扉 に 類
す る 可 動 物 を 意 味 す る も の で あ り 、 い わ ゆ る 内 枠 や ガ ラ ス 枠 も 前 面 扉 の 範 疇 に 含 ま れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 手 段 ２ ． 前 記 前 面 扉 は 、 前 記 開 放 表 示 材 を 非 突 出 状 態 か ら 突 出 状 態 に す る こ と 無 く し て
開 放 操 作 を す る こ と が で き な い 設 計 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 １ に 記 載 の 遊 技 機
。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 手 段 ２ に よ れ ば 、 前 面 扉 を 開 放 す る た め に は 、 そ れ に 先 ん じ て 開 放 表 示 材 を 非 突 出 状 態
か ら 突 出 状 態 に す る こ と が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 前 面 扉 の 開 放 時 に は 開 放 表 示 材 が 必 然
的 に 突 出 状 態 と な り 、 前 面 扉 が 開 い て い る こ と が よ く 目 立 ち 、 防 犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 手 段 ３ ． 前 記 開 放 表 示 材 は 長 尺 な 部 材 か ら な る と 共 に 、 そ の 長 手 方 向 基 端 部 に お い て 前
面 扉 に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 １ 又 は ２ に 記 載 の 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 手 段 ３ に よ れ ば 、 前 面 扉 の 閉 塞 時 に は 長 尺 な 部 材 か ら な る 開 放 表 示 材 を 前 面 扉 の 表 面 に
沿 わ せ て お く （ 又 は 前 面 扉 の 内 部 に 収 納 し て お く ） こ と で 非 突 出 状 態 と す る 一 方 、 前 面 扉
の 開 放 時 に は 、 開 放 表 示 材 を 回 動 さ せ て そ の 長 手 方 向 先 端 部 を 前 面 扉 の 表 面 か ら 離 れ た 位
置 に 配 置 す る こ と で 、 開 放 表 示 材 を よ く 目 立 つ 突 出 状 態 と で き る 。 従 っ て 、 前 面 扉 の 不 正
開 放 が し づ ら く な り 防 犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 手 段 ４ ． 前 記 遊 技 機 は 、 前 記 開 放 表 示 材 の 突 出 又 は 非 突 出 状 況 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、
そ の 検 知 手 段 に よ っ て 開 放 表 示 材 の 突 出 が 検 知 さ れ た と き に 発 光 す る 発 光 手 段 と を 更 に 備
え て な る 手 段 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
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　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 手 段 ４ に よ れ ば 、 検 知 手 段 に よ っ て 開 放 表 示 材 の 突 出 が 検 知 さ れ る と 発 光 手 段 が 発 光 す
る た め 、 突 出 状 態 に あ る 開 放 表 示 材 が 更 に よ く 目 立 ち 、 防 犯 性 が 高 め ら れ る 。 な お 、 こ の
手 段 ４ に お い て 「 前 記 発 光 手 段 が 開 放 表 示 材 に 設 け ら れ て い る こ と 」 は 好 ま し く 、 「 前 記
発 光 手 段 が 、 長 尺 な 部 材 か ら な る 開 放 表 示 材 の 長 手 方 向 先 端 部 又 は そ の 近 傍 に 設 け ら れ て
い る こ と 」 は 更 に 好 ま し い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 手 段 前 面 扉 と 、 そ の 前 面 扉 用 の 施 錠 装 置 と 、 そ の 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 を 覆 う た め
の カ バ ー 材 と を 備 え 、 前 記 カ バ ー 材 は 、 前 面 扉 の 開 放 時 に 突 出 状 態 と さ れ る 開 放 表 示 材 と
し て 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 手 段 ５ に よ れ ば 、 遊 技 機 に は 、 前 面 扉 用 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 を 覆 う カ バ ー 材 を 設 け て
い る の で 、 そ の 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 に 何 ら か の 働 き か け を す る 場 合 に は 、 カ バ ー 材 を 移
動 さ せ る 操 作 が 必 要 に な る 。 加 え て 、 前 面 扉 の 開 放 時 に は 開 放 表 示 材 と し て の カ バ ー 材 が
突 出 状 態 と な り 、 そ の こ と に よ り 前 面 扉 が 開 い て い る こ と が よ く 目 立 つ 。 そ れ 故 、 従 来 の
遊 技 機 に 比 べ て 施 錠 装 置 に 対 し 不 正 行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な り 、 防 犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 手 段 ６ ． 前 記 開 放 表 示 材 と し て の カ バ ー 材 は 、 該 カ バ ー 材 に よ っ て 前 記 ア ク セ ス 部 を 覆
い 隠 す 閉 位 置 と 、 該 カ バ ー 材 が 前 面 扉 の 前 方 に 突 出 状 態 と な っ て 前 記 ア ク セ ス 部 を 露 出 さ
せ る 開 位 置 と の 間 で 切 り 替 え 配 置 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ５ に 記 載 の
遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 手 段 ６ に よ れ ば 、 前 面 扉 用 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 を 露 出 さ せ る た め に カ バ ー 材 を 開 位 置
に 配 置 し た と き 、 そ の カ バ ー 材 は 前 面 扉 の 前 方 に 突 出 状 態 と な る 。 前 面 扉 の 前 方 に 突 出 し
た カ バ ー 材 は 非 常 に 目 立 つ た め 、 カ バ ー 材 が 開 か れ て ア ク セ ス 部 が 露 出 状 態 に あ る こ と が
周 囲 の 誰 に も 一 目 で わ か る 。 故 に 、 施 錠 装 置 に 対 し 不 正 行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な り 、 防
犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 手 段 ７ ． 前 記 カ バ ー 材 は 回 動 支 持 機 構 を 介 し て 回 動 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 施 錠 装 置 の ア
ク セ ス 部 は そ の 回 動 支 持 機 構 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ５ 又 は ６ に 記
載 の 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 手 段 ７ に よ れ ば 、 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 は 回 動 支 持 機 構 の 近 傍 に 位 置 す る た め 、 そ の ア
ク セ ス 部 に ア ク セ ス す る た め に は 、 回 動 支 持 機 構 を 中 心 と し て カ バ ー 材 を 大 き く 回 動 さ せ
る 必 要 が あ る 。 カ バ ー 材 を 大 き く 回 動 さ せ る と 、 カ バ ー 材 が 開 放 状 態 に あ る こ と が よ く 目
立 ち 、 不 正 な 意 図 を 持 っ た 者 が 施 錠 装 置 に 不 正 行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 手 段 ８ ． 前 記 カ バ ー 材 は 長 尺 な 部 材 か ら な る と 共 に 、 そ の 長 手 方 向 基 端 部 に お い て 前 記
回 動 支 持 機 構 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ７ に 記 載 の 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 手 段 ８ に よ れ ば 、 長 尺 な カ バ ー 材 の 長 手 方 向 基 端 部 が 回 動 支 持 機 構 に 連 結 さ れ て い る た
め 、 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 は カ バ ー 材 の 長 手 方 向 基 端 部 の 近 傍 に 位 置 す る 。 故 に 、 施 錠 装
置 の ア ク セ ス 部 に ア ク セ ス す る た め に は 、 長 尺 な カ バ ー 材 を 大 き く 振 り 回 し て 、 回 動 後 の
カ バ ー 材 の 長 手 方 向 先 端 部 を 前 面 扉 か ら 遠 く 離 れ た 位 置 に 配 置 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め
、 カ バ ー 材 が 開 放 状 態 に あ る こ と が よ く 目 立 ち 、 不 正 な 意 図 を 持 っ た 者 が 施 錠 装 置 に 不 正
行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 手 段 ９ ． 前 記 ア ク セ ス 部 は 鍵 穴 で あ る こ と を 特 徴 と す る 手 段 ５ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の
遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 手 段 ９ に よ れ ば 、 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 と し て の 鍵 穴 を 覆 う カ バ ー 材 が 、 前 面 扉 の 開 放
時 に 突 出 状 態 と さ れ る 開 放 表 示 材 と し て 機 能 す る の で 、 従 来 の 遊 技 機 に 比 べ て 施 錠 装 置 の
鍵 穴 に 対 し 不 正 行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な り 、 防 犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 手 段 １ ０ ． 前 記 カ バ ー 材 に は 、 該 カ バ ー 材 の 開 閉 動 作 を ロ ッ ク す る た め の ロ ッ ク 手 段 が
設 け ら れ て い る 手 段 ５ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 手 段 １ ０ に よ れ ば 、 閉 状 態 の カ バ ー 材 を 開 け る 操 作 を す る 際 に は 、 そ れ に 先 ん じ て ロ ッ
ク 手 段 に よ る ロ ッ ク を 解 除 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 不 正 な 意 図 を 持 っ た 者 が 施 錠 装 置
に 不 正 行 為 を 働 く こ と が 更 に 困 難 に な り 、 遊 技 機 の 防 犯 性 能 が 更 に 高 め ら れ る 。 尚 、 前 記
ロ ッ ク 手 段 と し て は 、 カ バ ー 材 用 の 施 錠 装 置 を 例 示 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 手 段 １ １ ． 前 記 遊 技 機 は 、 カ バ ー 材 の 開 閉 状 況 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 そ の 検 知 手 段 に
よ っ て カ バ ー 材 の 開 放 が 検 知 さ れ た と き に 発 光 す る 発 光 手 段 と を 更 に 備 え て い る こ と を 特
徴 と す る 手 段 ５ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 手 段 １ １ に よ れ ば 、 検 知 手 段 に よ っ て カ バ ー 材 の 開 放 が 検 知 さ れ る と 発 光 手 段 が 発 光 す
る た め 、 カ バ ー 材 が 開 放 状 態 に あ る こ と が よ く 目 立 つ 。 こ の た め 、 不 正 な 意 図 を 持 っ た 者
が 施 錠 装 置 に 不 正 行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な り 、 遊 技 機 の 防 犯 性 能 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 手 段 前 面 扉 及 び そ の 前 面 扉 用 の 施 錠 装 置 を 備 え た 遊 技 機 で あ っ て 、 施 錠 装 置 用 の
カ バ ー 材 を 動 か す 第 １ の 操 作 と 、 施 錠 装 置 の 施 錠 を 解 除 す る 第 ２ の 操 作 と を 経 て 、 前 面 扉
が 開 放 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 手 段 １ ２ に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 操 作 と い う 二 段 階 の 操 作 を 経 て 、 よ う や く 前 面 扉 が
開 放 可 能 と な る た め 、 従 来 の 遊 技 機 に 比 べ て 前 面 扉 用 の 施 錠 装 置 に 対 し 不 正 行 為 を 働 く こ
と が 困 難 に な り 、 防 犯 性 が 高 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 他 の 手 段 ： 前 記 手 段 ６ ～ １ １ に お い て 、 「 前 面 扉 が 遊 技 機 本 体 に 対 し て 完 全 に 閉 じ
た 状 態 で な け れ ば 、 開 位 置 に あ る カ バ ー 材 を 閉 位 置 に 戻 す こ と が で き な い よ う な 回 動 規 制
機 構 を 前 記 カ バ ー 材 に 作 動 連 結 す る こ と 」 は 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 手 段 １ １ に お い て 「 前
記 発 光 手 段 が カ バ ー 材 に 設 け ら れ て い る こ と 」 は 好 ま し く 、 「 前 記 発 光 手 段 が 長 尺 な カ バ
ー 材 の 長 手 方 向 先 端 部 又 は そ の 近 傍 に 設 け ら れ て い る こ と 」 は 更 に 好 ま し い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を パ チ ン コ 機 に 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １
～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 パ チ ン コ 機 は 少 な く と も 前 面 枠 １ １ 、 遊 技 盤 １ ２ 及 び 外 枠 １ ３ を 備
え て い る 。 遊 技 盤 １ ２ は 前 面 枠 １ １ の 内 側 （ 裏 側 ） に 組 み 付 け ら れ て お り 、 前 面 枠 １ １ と
遊 技 盤 １ ２ と が 一 体 化 し て 前 面 扉 を 構 成 し て い る 。 前 面 枠 １ は 外 枠 １ ３ に 対 し て ヒ ン ジ 機
構 １ ４ を 介 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 パ チ ン コ 機 の 運 転 時 に は 、 前 面 枠 １ １ の
一 部 が 外 枠 １ ３ 内 に 収 納 さ れ る 格 好 で 前 面 扉 （ １ １ ， １ ２ ） が 閉 じ ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 前 面 枠 １ １ 及 び 遊 技 盤 １ ２ に よ っ て 構 成 さ れ る パ チ ン コ 機 の 正 面 は 、 そ の 略 上 半
部 を 占 め る と 共 に 手 前 に ガ ラ ス 板 （ 図 示 略 ） が 嵌 め 込 ま れ た 遊 技 盤 領 域 と 、 略 下 半 部 を 占
め る と 共 に 前 面 枠 １ １ に 造 作 さ れ た 操 作 領 域 と に 区 分 さ れ る 。 遊 技 盤 領 域 に は 、 表 示 装 置
、 大 小 様 々 の 入 賞 口 、 風 車 、 ラ ン プ 、 ス ピ ー カ 、 そ の 他 の 遊 技 性 を 高 め る た め の 器 具 や 装
置 （ い ず れ も 図 示 略 ） が 設 け ら れ て い る 。 他 方 、 操 作 領 域 に は 、 弾 発 の た め の 発 射 操 作 ハ
ン ド ル １ ５ 、 打 球 供 給 皿 と し て の 上 受 け 皿 １ ６ 、 余 剰 玉 受 皿 と し て の 下 受 け 皿 １ ７ 、 そ の
他 の 器 具 や 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 面 枠 １ １ の 正 面 右 上 隅 付 近 に は 、 前 面 扉 用 施 錠 装 置 の 鍵
穴 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ア ク セ ス 部 と し て の 鍵 穴 １ ８ に キ ー （ 鍵 ） を 差 し 込 ん で 操 作 す
る こ と で 、 前 面 扉 の 施 錠 を 解 除 し 前 面 扉 を 開 く こ と が で き る 。 前 面 枠 １ １ 上 で あ っ て 鍵 穴
１ ８ の 直 上 に は 回 動 支 持 機 構 と し て の 蝶 番 １ ９ が 設 け ら れ 、 こ の 蝶 番 １ ９ を 介 し て 、 開 放
表 示 材 と し て の カ バ ー 材 ２ ０ が 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 カ バ ー 材 ２ ０ は 、 や や 厚 み が あ り 且 つ 縦 （ 上 下 方 向 ） に 長 尺 な 板 状 の 部 材 か ら な り 、 そ
の 上 端 部 （ 長 手 方 向 基 端 部 ） が 蝶 番 １ ９ に 連 結 さ れ て い る 。 カ バ ー 材 ２ ０ は 、 そ の 裏 面 が
前 面 枠 １ １ の 表 面 に 接 触 し て 略 平 行 に な る 閉 位 置 （ 図 １ 参 照 ） と 、 該 カ バ ー 材 ２ ０ が 前 面
枠 １ １ の 表 面 に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 突 出 又 は 起 立 し た 状 態 と な る 開 位 置 （ 図 ２ 参 照 ） と の 間
で 切 替 え 配 置 可 能 と な っ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 尚 、 蝶 番 １ ９ は 、 突 出 状 態 （ 又 は 起 立 状 態
） に あ る 開 位 置 の カ バ ー 材 ２ ０ を そ の 突 出 状 態 で 保 持 で き る よ う 設 計 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に カ バ ー 材 ２ ０ が 閉 位 置 （ 通 常 時 位 置 ） に あ る と き 、 施 錠 装 置 の 鍵 穴 １
８ は カ バ ー 材 ２ ０ に よ っ て 完 全 に 覆 い 隠 さ れ 、 そ の 鍵 穴 １ ８ に 対 し て キ ー を 差 し 込 む こ と
も 触 れ る こ と も で き な い （ 即 ち ア ク セ ス 不 能 ） 。 他 方 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に カ バ ー
材 ２ ０ が 開 位 置 （ 非 通 常 時 位 置 ） に 配 置 さ れ る と 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 前 面 枠 １ １ に 対 し て ほ
ぼ 直 角 に 起 立 し 、 鍵 穴 １ ８ に 対 し て キ ー を 差 し 込 む こ と が 可 能 と な る （ 即 ち ア ク セ ス 可 能
） 。 尚 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 長 尺 な 部 材 で あ り 、 且 つ 、 カ バ ー 材 ２ ０ の 回 動 中 心 軸 に 相 当 す る
蝶 番 １ ９ の 近 傍 に 鍵 穴 １ ８ が 配 置 さ れ て い る た め 、 当 該 カ バ ー 材 ２ ０ を 前 記 閉 位 置 と 開 位
置 と の 間 の 中 途 半 端 な 位 置 に 配 置 し た 状 態 で は 、 鍵 穴 １ ８ に 対 し て キ ー を 確 実 に 差 し 込 む
こ と は で き な い 。 つ ま り 、 こ の パ チ ン コ 機 は 、 カ バ ー 材 ２ ０ を 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 開 位 置
（ 突 出 状 態 ） に 配 置 し な い 限 り 、 鍵 穴 １ ８ に キ ー を 差 し 込 む こ と が で き な い 設 計 と な っ て
い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 カ バ ー 材 ２ ０ の 下 端 部 （ 長 手 方 向 先 端 部 ） に は 、 当 該 カ バ ー 材 ２ ０ 用 施 錠 装 置 の 鍵 穴 ２
１ が 設 け ら れ て い る 。 こ の カ バ ー 材 用 施 錠 装 置 は 、 カ バ ー 材 ２ ０ を 前 記 閉 位 置 に 固 定 し て
閉 位 置 か ら 開 位 置 へ の 開 放 動 作 を 禁 ず る た め の ロ ッ ク 手 段 で あ る 。 こ の た め 、 カ バ ー 材 用
施 錠 装 置 に 対 応 す る 第 ２ の キ ー を 鍵 穴 ２ １ に 差 し 込 ん で 施 錠 を 解 除 し な い 限 り 、 カ バ ー 材
２ ０ を 開 い て 前 面 扉 用 施 錠 装 置 の 鍵 穴 １ ８ を 露 出 さ せ る こ と は で き な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 各 図 に 示 す よ う に 、 カ バ ー 材 ２ ０ に は 、 発 光 手 段 と し て の ラ ン プ ２ ２ が 設 け ら れ て
い る 。 こ の ラ ン プ ２ ２ は 、 カ バ ー 材 ２ ０ の 長 手 方 向 先 端 部 又 は そ の 近 傍 （ 先 端 部 寄 り 位 置
） に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。 他 方 、 前 面 枠 １ １ の 右 端 部 中 程 に は 、 カ バ ー 材 ２ ０ の 開 閉
状 況 （ 突 出 非 突 出 状 況 ） を 検 知 す る 検 知 手 段 と し て の 開 閉 セ ン サ ２ ３ （ 例 え ば 接 点 ス イ ッ
チ ） が 設 置 さ れ て い る 。 前 記 ラ ン プ ２ ２ と 開 閉 セ ン サ ２ ３ と は 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、
開 閉 セ ン サ ２ ３ が 検 知 し た カ バ ー 材 ２ ０ の 開 閉 状 況 に 応 じ て ラ ン プ ２ ２ の 点 灯 状 態 が 切 り
替 え ら れ る 。 具 体 的 に は 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 閉 位 置 に あ る 場 合 に は ラ ン プ ２ ２ は 消 灯 さ れ る
。 こ れ に 対 し 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 閉 位 置 以 外 の 位 置 （ 例 え ば 開 位 置 ） に あ る 場 合 に は ラ ン プ
２ ２ は 点 灯 さ れ る 。 こ の と き の ラ ン プ ２ ２ の 点 灯 態 様 は 、 単 純 点 灯 又 は 点 滅 の い ず れ で も
よ い 。 あ る い は 、 ラ ン プ ２ ２ を い わ ゆ る パ ト ラ イ ト で 構 成 し て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 前 面 扉 用 施 錠 装 置 の 鍵 穴 １
８ に キ ー を 差 し 込 ん で 施 錠 を 解 除 す る に は 、 先 ず 、 閉 位 置 に あ る カ バ ー 材 ２ ０ を 開 位 置 に
切 り 替 え 配 置 す る 必 要 が あ る た め 、 従 来 の 遊 技 機 に 比 べ て 施 錠 装 置 の 鍵 穴 １ ８ に 対 し 不 正
行 為 を 働 く こ と が 難 し く 、 防 犯 性 能 に 優 れ て い る 。 特 に カ バ ー 材 ２ ０ を 開 位 置 に 配 置 し た
と き 、 当 該 カ バ ー 材 ２ ０ は 前 面 扉 の 前 方 に 突 出 状 態 （ 起 立 状 態 ） と な る 。 こ の 状 態 は 非 常
に 目 立 ち 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 開 け ら れ て 鍵 穴 １ ８ が 露 出 し た 状 態 に あ る こ と が 周 囲 の 誰 に も
一 目 で わ か り 、 悪 意 を 持 っ た 者 が 不 正 行 為 を 働 く こ と が 困 難 に な る 。
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　 　 　 【 ０ ０ ４ ０ 】
　 蝶 番 １ ９ に 連 結 さ れ た カ バ ー 材 ２ ０ は 比 較 的 長 尺 で あ り 、 且 つ そ の 蝶 番 １ ９ の 近 傍 に 前
面 扉 用 施 錠 装 置 の 鍵 穴 １ ８ が 位 置 し て い る た め 、 鍵 穴 １ ８ に キ ー を 差 し 込 む た め に は 、 カ
バ ー 材 ２ ０ を 大 き く 回 動 さ せ て カ バ ー 材 先 端 部 を 前 面 扉 か ら 遠 く 離 れ た 位 置 （ 即 ち 開 位 置
） に 配 置 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 開 放 状 態 に あ る こ と （ ひ い て は 前 面
扉 が 開 放 状 態 に あ る こ と ） が よ く 目 立 ち 、 悪 意 を 持 っ た 者 が 前 面 扉 を 不 正 開 放 す る こ と が
困 難 に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ １ 】
　 カ バ ー 材 ２ ０ 自 体 に 専 用 の 施 錠 装 置 （ 鍵 穴 ２ １ 等 で 構 成 ） を 付 加 し 、 そ の 施 錠 を 解 除 し
な い と カ バ ー 材 ２ ０ を 開 け ら れ な い よ う に し た こ と で 二 重 の 施 錠 が 実 現 し 、 パ チ ン コ 機 の
防 犯 性 能 が 高 ま る 。 ま た 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 閉 位 置 以 外 の 位 置 に あ る 場 合 に は ラ ン プ ２ ２ が
点 灯 し て よ く 目 立 つ よ う に し た の で 、 不 正 行 為 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 変 更 例 ）
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 以 下 の よ う に 変 更 し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 ア ク セ ス 部 と し て の 鍵 穴 に キ ー を 差 し 込 む タ イ プ の 施 錠 装 置 を 例
示 し た が 、 電 波 や 赤 外 線 を 利 用 し た 無 線 方 式 の 施 錠 装 置 や 、 磁 気 カ ー ド や Ｉ Ｃ カ ー ド 等 の
電 気 的 又 は 磁 気 的 な 鍵 手 段 を 用 い る 施 錠 装 置 で 置 き 換 え て も よ い 。 そ の 場 合 、 無 線 方 式 の
施 錠 装 置 に お い て は 、 電 波 や 赤 外 線 に よ る 信 号 を 受 信 す る 装 置 又 は 部 位 が 施 錠 装 置 の ア ク
セ ス 部 と な る 。 ま た 、 電 気 的 又 は 磁 気 的 な 鍵 手 段 を 用 い た 施 錠 装 置 に お い て は 、 磁 気 カ ー
ド や Ｉ Ｃ カ ー ド 等 の 読 取 装 置 又 は 読 取 部 が 施 錠 装 置 の ア ク セ ス 部 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ・ カ バ ー 材 ２ ０ 用 の 施 錠 装 置 （ 及 び そ の 鍵 穴 ２ １ ） を 設 け る こ と は 必 須 で は な く 、 カ バ
ー 材 ２ ０ 用 の 施 錠 装 置 は 無 く て も よ い 。 ま た 、 前 記 第 ２ の キ ー を 使 用 す る カ バ ー 材 ２ ０ 用
の 施 錠 装 置 （ 及 び そ の 鍵 穴 ２ １ ） に 代 え て 、 キ ー を 使 用 し な い 押 し ボ タ ン 式 の ロ ッ ク 手 段
を カ バ ー 材 ２ ０ に 設 置 し て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ・ 開 閉 セ ン サ ２ ３ に よ り カ バ ー 材 ２ ０ が 閉 位 置 以 外 の 位 置 （ 例 え ば 開 位 置 ） に あ る こ と
を 検 知 し た 場 合 に 、 前 記 ラ ン プ ２ ２ を 点 灯 す る こ と に 代 え て 、 あ る い は 前 記 ラ ン プ ２ ２ を
点 灯 す る こ と と 共 に 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 完 全 に 閉 じ て い な い こ と を 知 ら せ る 警 告 音 を ス ピ ー
カ か ら 発 生 す る よ う に し て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ・ 前 面 扉 （ １ １ ， １ ２ ） が 外 枠 １ ３ に 対 し て 完 全 に 閉 じ た 状 態 で な け れ ば 、 開 位 置 で 起
立 状 態 に あ る カ バ ー 材 ２ ０ を 閉 位 置 に 戻 す こ と が で き な い よ う な 回 動 規 制 機 構 を 蝶 番 １ ９
を 介 し て カ バ ー 材 ２ ０ に 作 動 連 結 し て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 前 面 扉 が 少 し で も 開 い
て い れ ば 、 カ バ ー 材 ２ ０ が 開 位 置 で 突 出 状 態 （ 起 立 状 態 ） と な る こ と を 強 制 さ れ る た め 、
起 立 し た カ バ ー 材 ２ ０ に よ っ て 、 前 面 扉 が 開 か れ て い る こ と が 周 囲 に 知 ら さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ・ 本 発 明 の 適 用 対 象 は パ チ ン コ 機 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 他 の 遊 技 機 （ 例 え ば
ス ロ ッ ト マ シ ン ） に 適 用 さ れ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 詳 述 し た よ う に 、 請 求 項 １ 及 び ２ の 遊 技 機 に よ れ ば 、 前 面 扉 の 開 放 を 目 立 た せ る こ
と で 防 犯 性 を 高 め る こ と が で き る 。 請 求 項 ３ の 遊 技 機 に よ れ ば 、 二 段 階 操 作 を 経 て 前 面 扉
を 開 放 可 能 と す る こ と で 防 犯 性 を 高 め る こ と が で き る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】 遊 技 機 と し て の パ チ ン コ 機 （ カ バ ー 材 閉 状 態 ） の 正 面 図 。
　 　 【 図 ２ 】 遊 技 機 と し て の パ チ ン コ 機 （ カ バ ー 材 開 状 態 ） の 正 面 図 。
　 　 【 図 ３ 】 遊 技 機 と し て の パ チ ン コ 機 （ カ バ ー 材 開 状 態 ） の 右 側 面 図 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
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１ １ … 前 面 枠 、 １ ２ … 遊 技 盤 （ １ １ 及 び １ ２ は 前 面 扉 を 構 成 す る ） 、 １ ８ … 前 面 扉 用 施 錠
装 置 の 鍵 穴 （ ア ク セ ス 部 ） 、 １ ９ … 蝶 番 （ 回 動 支 持 機 構 ） 、 ２ ０ … カ バ ー 材 （ 開 放 表 示 材
） 、 ２ １ … カ バ ー 材 施 錠 装 置 の 鍵 穴 （ ロ ッ ク 手 段 ） 、 ２ ２ … ラ ン プ （ 発 光 手 段 ） 、 ２ ３ …
開 閉 セ ン サ （ 検 知 手 段 ） 。
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